
インバウンド観光推進事業募集中

　当協会では、韓国、台湾、中国などからの観光客誘致
活動を、中弘南黒地区日韓親善協会などの関係団体と連
携し、外国人観光客誘客事業をしております。今年は、
11月８日から11日までの四日間、三村県知事を先頭に
韓国旅行会社各社を訪問し、青森・ソウル線の利用促進
と観光客増員を目指します。また、旅行行程の中には、
済州島世界遺産めぐり（拒文岳・万丈窟・城山日出峰・
漢撃山）とソウル観光視察を予定しておりますので、み
なさまも参加してみませんか!?
　また、この機会にインバウンド事業の一助として、中
弘南黒地区日韓親善協会へのご入会もあわせてお願い申
し上げます。

◆済州島世界遺産めぐりとソウル４日間
【行程】　11月８日　12：55　青森空港発 済州島内　泊

９日　済州島観光 済州島内　泊
10日　ソウル市内観光 ソウル市内　泊
11日　 9：25　ソウル空港発

11：45　青森空港着
【旅行代金】　115,000円（大人お1人様／2名様1室利用）

◆中弘南黒地区日韓親善協会入会のご案内
【年会費】　法人…10,000円／個人…3,000円
【お問い合わせ先】　㈳弘前観光コンベンション協会

☎0172（35）3131
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鳴海要記念陶房館

コンベンションイ　ベ　ン　トイベント＆コンベンションカレンダー
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■ 3日㈯～4日㈰ 日本教師教育学会  第19回研究大会［弘前大学／全国200］
■　　〃 東北地理学会弘前大会［弘前大学農学生命学部／東北200］
■　　〃 第15回  東北小学生バドミントン大会［青森県武道館］
■ 4日㈰ 第7回  弘前・白神アップルマラソン［弘前市、西目屋村］
■10日㈯～11日㈰ 第17回  日本養護教諭教育学会［弘前大学／全国300］
■　　〃 全国社会科教育学会  第58回全国研究大会［弘前大学／全国400］
■11日㈰～12日㈪ 第2回  弘前スポーツレクリエーション祭2009［弘前市運動公園　ほか］
■14日㈬～16日㈮ 第57回  萬緑全国大会（青森大会）［ベストウェスタンホテルニューシティ弘前／全国160］
■16日㈮ 東北音楽教育研究大会［弘前市民会館　ほか／東北800］
■16日㈮～18日㈰ 津軽の食と産業まつり［弘前克雪トレーニングセンター及びエントランス広場］
■18日㈰ 平成21年度  北国なぎなた交流会［青森県武道館］
■22日㈭～23日㈮ 第43回  日本てんかん学会総会及び国際シンポジウム［ホテルニューキャッスル　ほか／国際1,050］
■23日㈮～11月8日㈰ 弘前城菊と紅葉まつり［弘前城植物園］
■24日㈯～25日㈰ 平成21年度  東北クラブバレーボール選手権大会［青森県武道館］
■25日㈰ 陸上自衛隊市中パレード［土手町蓬莱広場～桜大通り、弘前公園レクリエーション広場］
■　　〃 第44回  秋季県下弓道選手権大会［青森県武道館］
■31日㈯～11月1日㈰ 第21回  内観療法ワークショップ in 津軽［アソベの森いわき荘／全国100］
■　　〃 第38回  秋季県下高校弓道大会［青森県武道館］
■　　〃 青森県中学校秋季バドミントン大会［青森県武道館］
■31日㈯～12月20日㈰ 企画展4「絵図にみる津軽・弘前」［弘前市立博物館］

■ 5日㈭～8日㈰ 青森県高校新人大会ボクシング競技［弘前市民体育館］
■ 6日㈮～8日㈰ 青森県高校新人大会空手道競技［青森県武道館］
■ 8日㈰ 津軽ひろさき検定  第3回初級試験［弘前大学］
■14日㈯～15日㈰ 青森県高校新人大会バスケットボール競技［青森県武道館　ほか］
■15日㈰ りんごと米の収穫祭［弘前市りんご公園］
■19日㈭～20日㈮ 2009高分子学会東北支部研究発表会［弘前大学創立50周年会館／東北150］
■22日㈰ 第14回   弘前市場まつり［弘果弘前総合卸売市場（水産市場棟）］
■27日㈮～29日㈰ 東北実業団バスケットボール選手権大会［青森県武道館］
■29日㈰ 2009弘前カクテルコンペティション最終審査発表会［弘前パークホテル］

■ 1日㈫～H22.2月28日㈰ エレクトリカルファンタジー［追手門広場周辺、市内文化財］
■ 4日㈮ 歳末チャリティー  名士かくし芸大会［弘前市民会館］
■12日㈯ The 津軽三味線2009［弘前市民会館］
■17日㈭～20日㈰ 第42回  東北地区高等学校演劇発表会［弘前市民会館／東北800］

※イベント日程等は変更になる場合がございます。
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　旧岩木町出身「鳴海要」の工房と、りんご釉を代表とする多彩な陶芸作
品を展示しています。特別展示コーナーでは、師の人間国宝・加藤土師萌
の作品も見ることができます。鳴海要制作の茶器でコーヒーやお茶をいた
だきながら、芸術の秋に触れてみませんか。
■弘前市賀田字大浦1-2　■☎0172（82）2902
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　江戸時代、幕末に誕生した菊人形は、現代までその製作方法が百年
以上も変わらず続けられてきました。
　弘前では、昭和38年から菊人形が始まりました。ほとんどＮＨＫ
の大河ドラマをテーマとし、現在は弘前城植物園の庭園を会場として
景観と調和した場面づくりがされています。
　菊人形の胴殻（枠組）に衣装を着付けするのが「菊付け」です。
「菊付け」の技は、名古屋の「菊師」から20年程の指導を受けた後、
現在に至っています。この胴殻づくりの過程において、人形ねぷたの
骨組み技術を生かしているところが、他にはない弘前流と言えます。
　「菊付け」はまず、根巻き作業から始まります。根巻きとは、菊付
け用に栽培した小菊の根洗い処理をしたものです。根をつけたままの
菊を数本まとめて水苔で包み、わらで巻いて束にしたものです。一体
の人形に30束ぐらい、内掛を着たお姫様だと、50束から60束を使う
こともあり、本数で言えば、200本以上になることもあります。下向
きにした枝を180度も上に折り曲げて花を胴殻に結ぶ作業には息詰ま
るものがあります。柔軟さを加えるために少々のひねりも入れて、水
に浸して強くした「イ草」を紐にして結びつけるのです。

　花は生き物です。つぼみの多少や花の咲き具合をイメージしながら
も、菊衣装は刻々と着こなしを変えるのです。１日に２回は背中側に
ある根に細口のじょうろで水やりをしてお世話をします。お客様に
は、人形の中に鉢が入っているのでしょ、とよく言われますが、それ
でも花の命は一週間から10日くらい。そこで、「着せ替え」となります。
　菊を胴殻から外し、新鮮な菊花をまた１枝１枝と菊付けすると、同
じ人形でも最初見たのとまるでその雰囲気が一変するのも、菊人形着
せ替えの面白さです。
　一体の菊人形を仕上げるのには、花数が多いものだと三日以上はか
かります。手間と根気と年季が要る作業で、年に１回しか経験する機
会がないので、少なくなりつつある後継者の歩みが気がかりです。
　京都からここ十年来、菊人形を見に弘前に来ていますというお客様
が、昨年、菊人形実演コーナーに立ち寄られました。「枚方（大阪）の
菊人形も終わりましたしねえ」と少し寂しげにおっしゃっていました

衣裳替えする

菊付け人　福士　よし子

弘前城写真コンテスト
入選作品「石垣の秋」・撮　影／阿部　美弥子The 津軽三味線2009

　津軽三味線の大合奏をメインに、民謡や
手踊りも織り込みながら繰り広げられ、本
場ならではの迫力と感動を体験できる魅力
満載のステージイベントです。
■日　時／平成21年12月12日㈯・昼の部/開演14:00～ 夜の部/開演17:30～
■会　場／弘前市民会館大ホール
■入場料／前売券1,000円　当日券1,200円　※全席指定
■問合せ／弘前商工会議所　☎0172（33）4111

■開館時間／9：00～16：00
■休館日／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）
■入館料／大人￥200（￥500）、小中高生￥150　
　※（　）内は、鳴海要制作の茶器によるコーヒー又はお茶、お菓子のサ
　　ービスセット料金

が、菊船や菊人形、飾りの場面等を秋の植物園
でじっくりと楽しまれたようです。遠くから来
て下さったお客様に、来年はもっと弘前らし
い、いいものをお見せしたいと思いました。
　菊人形研究家の川井ゆう氏の言葉が浮かびま
す。「菊人形なんて…と思っている人が結構多
いのを私は知っている。この私がそうなのだか
ら。でも、ちょっと覗いてみると、これが本当
に面白い。」




